
＊滅菌済
＊保存方法：4～8℃保存

●生体組織と同じ「フィブリル構造を再現」したコラーゲン膜
●「高強度膜」による優れたハンドリングと形状安定性
●フィブリル構造による「高い細胞分化促進効果」
●人・魚共通ウイルスのない「安全安心な魚うろこ由来」
●培養温度で使用できる「高い変性温度」

セルキャンパス S-12W　製品情報
外 観

φ19mm×厚100μm

〈12wellサイズ〉

12（3枚×4セット）

〈PBS浸漬状態〉

約1.5MPa

〈PBS浸漬状態〉

白 色 膜
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セルキャンパス  S-12W
（高強度コラーゲンフィブリル膜）

● 安全・安心な魚うろこ由来

● 生体組織と同じ「フィブリル構造」を再現した高強度コラーゲン膜

魚類には、人に感染するウイルスが確認されて
おらず、安全・安心な原料として注目されています。

● 高い変性温度
熱帯魚であるティラピア由来のコラーゲンは熱安
定性に優れています。さらに本品は高度にフィブリ
ル化することで、耐熱性を50℃以上に高めました。

コラーゲンは生体内で規則正しく配列したフィブリル構造をとっています。S-12W はこの構造を再現したコ
ラーゲンフィブリル膜です。独自の製膜法により、架橋剤を使わずコラーゲンだけで高強度（湿潤時引張
強度 1.5MPa）を実現しました。

● 優れた分化促進効果● 優れたハンドリングと形状安定性
ヒト間葉系幹細胞を骨へ分化誘導したとき、フィ
ブリル膜は、非フィブリル膜と比べ「高い骨分化
促進効果」を示します。

＜参考＞
R.Matsumoto, et al., J.Biomed.Mater.res.A., 103(8), 2531-2539(2015)

■ フィブリル膜
　 （セルキャンパス S-12W）
■ 非フィブリル膜
■ None
＊ P＜0.05
＊＊ P＜0.01

【培養・評価】
「フィブリル膜」と「非フィブリル膜」
を作製し、ヒト間葉系幹細胞を播種
し、10％FBS含有D-MEM 高グル
コース培地にて培養。

骨への分化誘導初期（１日）にて
ALP活性（骨芽細胞の指標）を測定。

コ ー ド 番 号
380-02291

容　量
1セット（12枚入）

希望納入価格（円）
18,000

規　　格
細胞培養研究用

品　　名
セルキャンパス S-12W
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ピンセットでも十分ハンド
リングできる強度があり
ます。

培養温度（37℃）でも、
長期間変形が少なく形
状を保ちます。

PBS中、37℃、5日後

フィブリルの中でコラーゲン分子が
配列している

（フィブリル構造）
Φ19ｍｍ×100μm
（12Wellサイズ）
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